
無
会
派
平ひ

ら

井い

里さ
と

美み

市
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
を

消
費
税
増
税
の
中
、

市
民
生
活
支
援
が
不
十
分
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無
会
派
三み

宅
ま
こ
と

や
け

自
主
財
源
を
個
人
市
民
税
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い

狛
江
市
で
は
、
納
税
者
た
る
市
民
が
市
政
運
営
に
納

得
し
定
住
意
向
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
以
下
の
視
点
等
を
提
言
、
決
算
を
認
定
。

●
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
定
量
調
査
、
フ
リ
ー
ア
ン

サ
ー
結
果
を
予
算
編
成
で
あ
る
程
度
は
考
慮
す
べ
き
。

●
市
民
が
税
金
を
払
う
狛
江
市
が
今
後
ど
の
よ
う
な

街
を
目
指
し
て
い
く
の
か
？
わ
か
り
や
す
く
市
が
伝

え
る
こ
と
で
、
納
税
者
の
納
得
度
に
つ
な
げ
る
べ
き
。

●
未
来
戦
略
室
が
デ
ザ
イ
ン
視
点
で
の
狛
江
市
改
革

の
旗
振
り
役
と
な
る
こ
と
で
、「
広
報
す
る
こ
と
」が

目
的
で
は
な
く
「
内
容
が
市
民
に
伝
わ
る
か
」
が
大

切
と
い
う
こ
と
に
多
く
の
職
員
が
気
づ
い
て
欲
し
い
。

●
市
税
や
国
保
税
の
徴
収
率
で
狛
江
市
は
全
国
自
治

体
の
中
で
も
ト
ッ
プ
水
準
。
こ
れ
が
徴
収
努
力
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
自
主
財
源
増
に
寄
与
し
て
い
る

事
実
を
納
税
者
た
る
市
民
に
広
報
し
て
い
く
べ
き
。

納
税
者（
市
民
）の
納
得
度
が

市
政
運
営
に
必
要

認定

無
会
派
吉よ

し

野の

芳よ
し

子こ

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
抑
制
に
努
め
財
政
規
律

を
遵
守
し
た
。
市
民
の
高
い
納
税
意
識
の
も
と
滞
納

繰
越
分
の
徴
税
率
の
改
善
を
評
価
。
国
民
健
康
保
険

は
医
療
費
適
正
化
の
他
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
対

策
が
必
要
。
市
民
と
の
共
創
に
よ
る
緑
の
ま
ち
づ
く

り
に
期
待
。
公
共
施
設
は
長
期
使
用
で
き
る
改
修
や

社
会
構
造
の
変
化
へ
の
対
応
を
確
認
。
12
の
避
難
所

運
営
協
議
会
の
設
置
と
市
内
一
斉
の
総
合
防
災
訓
練
、

課
題
山
積
の
住
ま
い
の
対
策
と
し
て
居
住
支
援
協
議

会
の
設
立
を
評
価
。
不
登
校
対
策
、
適
応
指
導
教
室

の
学
習
活
動
の
充
実
と
教
員
研
修
の
拡
充
、
先
進
的

で
意
義
あ
る
事
業
。
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
狛
江
を
活
性
化
で
き
た
。
敬
老

金
は
廃
止
し
必
要
性
の
高
い
施
策
と
し
て
活
用
せ
よ
。

国
際
的
理
念
の
尊
重
と
公
的
責
務
と
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、『
若
者
支
援
な
ら
狛
江
』を
め

ざ
し
た
施
策
を
要
望
し
本
決
算
を
認
定
す
る
。

認定 将
来
に
責
任
あ
る
財
政
運
営
と

事
業
推
進
を
評
価

無
会
派
松ま

つ

﨑ざ
き

淑よ
し

子こ

平
成
31
年
度
は
消
費
税
増
税
、
幼
児
保
育
の
無
償

化
、
台
風
19
号
に
よ
る
浸
水
被
害
、
年
度
末
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威
に
見
舞
わ
れ
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
た
が
、
中
期
財
政
計
画
の
確

実
な
実
施
と
、
転
入
に
よ
る
生
産
人
口
増
で
市
税
も

増
え
財
政
状
況
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価

す
る
。
し
か
し
今
後
は
税
収
の
減
少
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
、
狛
江
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
で
あ
る
緑
の
減

少
、
高
齢
者
増
加
、
子
育
て
施
策
の
拡
充
な
ど
財
政

確
保
は
難
問
だ
。
中
期
財
政
計
画
が
作
ら
れ
た
平
成

24
年
と
比
べ
る
と
利
率
が
大
幅
に
下
降
し
て
い
る
今
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
起
債
抑
制
策
を
見
直
し
て
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
に
積
み
増
し
し
、
温
暖
化
防
止
と

防
災
の
観
点
か
ら
も
緑
の
確
保
を
積
極
的
か
つ
具
体

的
に
行
う
こ
と
、
ま
た
市
民
参
加
の
手
続
き
を
踏
ま

え
、
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す

る
な
ど
次
世
代
に
寄
与
す
る
活
用
を
要
望
す
る
。

認定 「
市
民
と
つ
く
る
ま
ち
狛
江
」への

財
源
の
確
保
を

台
風
19
号
に
よ
る
浸
水
被
害
、
幼
保
無
償
化
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
等
、
狛
江
市
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
一
方
、
法

律
・
条
例
を
遵
守
せ
ず
、
市
民
・
子
ど
も
の
権
利
を

尊
重
し
な
い
平
成
31
年
度
決
算
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。

①
入
園
が
決
定
し
て
い
る
障
が
い
児
が
保
育
士
不
足

の
理
由
で
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い
る
。
正
規
職
員
の

補
充
に
よ
っ
て
児
童
福
祉
法
を
遵
守
し
、
子
ど
も
の

保
育
を
保
障
す
る
こ
と
。
②
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修

（
６
つ
の
施
設
の
移
転
・
廃
止
）
は
「
市
民
参
加
と

市
民
協
働
に
関
す
る
条
例
」
で
市
民
参
加
の
手
続
き

を
取
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
条
例
に
則
り
、

市
の
財
政
や
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
、
市
民
と
共
に

理
解
し
合
う
機
会
を
、
期
限
を
決
め
て
実
施
す
る
こ

と
。
市
民
と
の
信
頼
関
係
は
、
法
律
・
条
例
に
則
っ

た
市
政
運
営
の
上
に
成
り
立
つ
。
松
原
市
政
が
目
指

す
「
市
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
期
待
す
る
。

不認定

市
民
一
人
当
た
り
の
基
金
残
高
、
財
政
調
整
基
金

と
も
に
改
善
す
べ
き
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
市
債
全

体
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
市
債
残
高
の

削
減
、
実
質
公
債
費
率
・
将
来
負
担
比
率
の
目
標
値

達
成
等
、
財
政
規
律
に
努
め
た
点
を
評
価
。
事
業
と

し
て
は
、
教
育
複
合
施
設
の
設
置
等
子
育
て
環
境
の

充
実
、
居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク

事
業
等
、
住
食
の
基
本
的
な
生
活
支
援
、
更
に
８
年

間
硬
直
し
て
い
た
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
に
着
手
し
た

点
を
評
価
し
決
算
を
認
定
す
る
。
今
後
は
、
温
暖

化
・
災
害
対
策
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
具
体
的
な
取

り
組
み
を
求
め
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行
政
が

最
優
先
す
べ
き
は
市
民
生
活
を
支
え
る
こ
と
で
あ
り
、

市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
に
は
よ
り
広
範
な
市
民
参
加
が

で
き
る
手
続
き
を
大
切
に
行
い
、
費
用
は
極
力
抑
制

す
べ
き
。
公
民
館
と
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連

携
し
、
助
け
合
い
の
社
会
に
機
能
す
る
こ
と
を
願
う
。

立
憲
民
主
こ
ま
え
高た

か

木
さ
と
こ

ぎ

認定 「
コロ
ナ
禍
行
政
の
最
優
先
課
題
は

市
民
生
活
の
支
援
」

災
害
と
ウ
イ
ル
ス
か
ら市民

を
守
れ
！

平
成
31
年
度
は
、
公
明
党
が
長
年
主
張
し
て
き
た

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実
現
し
、
狛
江
市
で

も
実
施
さ
れ
子
育
て
世
帯
か
ら
喜
び
の
声
が
届
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
災
害
時
に
は
避
難
所
に
も
な
る
小

中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
方
針
が
決
定
し

令
和
３
年
度
ま
で
に
全
校
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

る
。
こ
れ
は
都
議
会
公
明
党
・
中
島
よ
し
お
都
議
と

連
携
し
松
原
市
長
に
要
請
、
市
長
が
決
断
し
進
ん
だ

事
業
で
あ
る
。
予
算
執
行
等
は
市
長
の
所
信
通
り
に

着
実
な
市
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
台
風
19

号
に
よ
る
大
き
な
災
害
に
襲
わ
れ
、
そ
の
後
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
未
曽
有
の
危
機
と
直
面
。
水
害
対
策

に
は
財
源
含
め
早
期
に
対
応
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ

い
て
も
新
し
い
生
活
様
式
を
模
索
す
る
な
ど
変
革
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。「
安
心
」を
勝
ち
得
る
た
め
に「
不

安
」
を
少
し
で
も
払
拭
で
き
る
よ
う
私
ど
も
も
総
力

を
あ
げ
て
取
組
む
決
意
を
述
べ
決
算
を
認
定
す
る
。

狛
江
市
議
会
公
明
党
佐さ

々さ

木き

貴た
か

史し

認
可
保
育
園
増
設
や
北
部
児
童
館
開
設
、
子
育
て

教
育
支
援
複
合
施
設
整
備
、
学
校
体
育
館
エ
ア
コ
ン

設
置
等
評
価
す
る
が
、
消
費
税
増
税
で
市
民
生
活
は

厳
し
く
な
り
支
援
が
必
要
だ
が
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
等
基
本
方
針
は
図
書
館
や
公
民

館
の
床
面
積
が
あ
ま
り
広
が
ら
ず
懸
念
の
声
が
あ
る
。

方
針
に
こ
だ
わ
ら
ず
充
実
し
た
中
央
図
書
館
・
公
民

館
を
市
民
と
と
も
に
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
水
害
対
策

は
被
災
者
か
ら
具
体
的
中
身
が
な
い
と
の
声
が
だ
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
対
策
を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
。

市
財
政
は
全
国
の
類
似
団
体
と
比
較
し
中
位
か
ら
上

位
と
改
善
さ
れ
て
い
る
。
石
井
市
政
の
借
金
は
３
１

６
億
円
。
矢
野
市
政
で
は
国
の
三
位
一
体
改
革
で
年

間
10
億
円
の
財
源
カ
ッ
ト
の
中
、
職
員
の
努
力
と
市

民
の
協
力
で
借
金
残
高
を
ピ
ー
ク
時
か
ら
66
億
円
余

減
ら
し
て
き
た
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
低
金
利
を
生

か
し
積
立
も
含
め
市
民
要
望
実
現
に
活
用
す
べ
き
。

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

西
村
あ
つ
子

に
し

む
ら

不認定

認定

社
会
補
償
関
係
費
と
し
て
扶
助
費
や
操
出
金
増
加

の
た
め
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
と
比
べ
悪
化
へ
転

じ
た
が
、
人
口
増
加
に
よ
り
市
税
の
増
額
、
ま
た
地

方
債
の
発
行
抑
制
に
よ
り
公
債
費
を
約
１
億
１
０
０

０
万
円
減
額
さ
せ
た
こ
と
で
、
悪
化
を
１
・
４
ポ
イ

ン
ト
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
財
政
調

整
基
金
が
40
万
７
千
円
減
額
と
な
っ
た
が
「
令
和
元

年
東
日
本
台
風
」
対
応
の
た
め
の
有
効
活
用
で
あ
り
、

基
金
全
体
で
は
中
期
財
政
計
画
に
定
め
る
財
政
規
律

「
決
算
余
剰
金
の
１
/
２
以
上
を
積
み
立
て
た
」
こ

と
で
前
年
度
比
３
億
８
１
９
１
万
６
千
円
、９・２
％

の
増
加
が
確
認
で
き
た
。
今
後
見
込
ま
れ
る
厳
し
い

環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
自
主
財
源
確
保
と
財
政
規

律
の
遵
守
に
よ
り
安
定
し
た
市
政
運
営
を
心
が
け
狛

江
市
民
の
た
め
に
市
長
公
約
達
成
に
全
力
で
努
め
ら

れ
る
こ
と
を
求
め
、
自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
31
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ

し
の
浩こ

う

司じ

認定 厳
し
い
環
境
下
で
も
、

安
定
し
た
市
政
運
営
を


